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新
年
に
あ
た

っ
て

釧
路
市
ュ
合
町
内
会
　
会
長
　
舌
村
　
毅

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
健
勝
に
て
、
２
０
１
６
年
の
新

春
を
理
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
選
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
住
み
た
い
ま
ら
づ
く
り
の
た
め

に
、
状
身
的
に
ご
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
教
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
釧
路
市
逹
合
町
内
会
創
主
５。
周
年
記
念
事
業
実
施
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対

し
て
来
ぶ
よ
り
遂
謝
し
お
礼
ャ
し
上
げ
ま
す
。

今
日
、
急
二
に
進
晨
す
る
少
子
高
蛉
社
会
を
４
え
て
、
町
内
会
の
呆

た
す
役
割
も
大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
次
代
を
担
う
子
ど
も

逹
の
健
全
育
成
や
単
身
高
蛉
者
の
要
不
確
認
、
地
域
で
孤
立
さ
せ
な
い

取
り
組
み
は
、
町
内
会
活
動
の
晨
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
「子
ど
も
逹
の
健
全
育
成
の
た
め
の
域
校
豊
携
共
同
宣
言
」

を
小
中
学
校
校
長
会

・
市
教
育
委
員
会
の
二
者
で
行
い
、
ま
た
北
海
道

宅
定
協
会
釧
路
え
部
様
、
釧
路
市
の
二
者
に
よ
る

「釧
路
市
に
お
け
る

町
内
会
の
か
入
促
准
に
関
す
る
協
定
」
を
針
詰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た

に

。

本
年
は
、
関
係
諸
機
関
団
体
と
の
逹
携
を
史
に
深
め
、
町
内
会
加
入

促
進
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
か
入
率
向
上
に
努
め
、
よ
り
一
層

「安

全
安
戯
な
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
皆
様
と
と
も
に
努
力
し

て
よ
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
ご
芥
晨
を
ぶ

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



剣1路市連合町内会 青少年関係団体懇談会

青少年健全育成の取組みを情報交換

釧路市連合町内会主催による、青

少年関係団体懇談会が、11月 24日

(火)午前 10時から防災庁舎で開

催 されま した。

関係団体の情71i交換 と共有化を図 ,

り、それぞれの健全育成の推進に活

かすことを目的に開催され、始めに

西村会長が 「連携 して健全育成を推

進 したい」 と挨拶の後、91路警察署

から「少年非行の現状についてJ近

年減少傾向にあるが、事件等の早い対応が重

要 と報告 されました。

続いて、教育委員会からは 「ケータイ・ス

マホ等の使用状況について」アンケー ト調査

の結果、ルールを定めた利用を保護者 と共に

進めていると報告がありました。

校長会からは、学校・地域が連携 して挨拶

運動の取組みや、市 P連は保護者・学校・教

委との連携、他にも体験学習の取組み、地域

のコミュニテイスクールの活動、家庭との関

わりでは民生委員との連携が有効等、それぞ

れの団体から報告があり、参加者は情報交換

と連携の大切さを確認していました。
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市連町・民児協 0社協による三者懇談会が

11月 24日 (火)16:00か らアクアベールで

開催 されました。

今回は、認知症による徘徊や認知症の対応

訓練の報告を昭和中央町内会佐藤会長からい

ただきました。

昭和中央町内会では、高齢化が進み認知

症の疑いがある方が発生し、同じことを何度

も聞いた り、車庫入れが出来ない、徘徊する、

人を疑 う、暑さ寒 さを感 じないなどの症状が

あったら直ぐに包括支援センターに連絡する

こととしていると報告されました。

9月 には市や包括支援センターと連携 し、

高齢者の徘徊捜索の模擬訓練が、町内会関係

者数十名が参加 して実施 されました。この副1

練により、地域の方々の関心が高ま り、連携

も強 くな り大きな成果 となり、訓練後は参加

者の対応や認識が変わったと報告、今後も活

動を推進 していくと話 されま した。

包括支援センターでは、今後は他地区の開

催や、町内会の希望に応 じてサポー トする体

制を整えて行きたい、また、どこが主体でも

協力 して実施が可能 となるようにしたい と話

していました。

市連町・ 民児協・ 社協の三者懇談会開催

認知症・ 徘徊の対策について学ぶ



釧路市連含町内会 平成 27年度 料理教室

～ お魚料理おいし<0たのし< ～

恒例の婦人部 。幹事会料理教室が、釧路

市水産業対策協議会魚食普及事業により、

11月 26日 (木)プラザさいわいで開催 さ

れました。

講師の先生は昨年に引き続き日本料理研

究会釧路支部01路害J烹調理師会の武藤司会

長を招き、①かれいの野菜巻き、②鯖の味

噌煮、③キュウリウオの手綱寿司の魚料理

3品 を学びました。
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浦見城山通 りに面した 日銀寮から、現富士

回見球場の下にある一帯が私たちの町内会です。
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活気に満ちとても賑やかでした。「
め[写讐[動基霞畠1∬モ馨薄層[111巌
るので何かと便利です。また、長く住

みなれた方が多く、住民同士の繋がり

も良いのですが、更に会員相互の交流

を図るため、毎年秋には、町内会レク

リェーシヨンで送迎付きの温泉施設に

出かけ、温泉と食事を楽しんでおりま

す。しかし、若者世帯が少なく、町内

会活動もこのままでは先細りかと不安

でしたが、明るい兆しも見えてきまし

た。

参カロ者は、食材の下ごしらえでは酢を上手

に使って臭みを消 した り、骨まで軟 らかくす

るコツや、様々なプロの技を学び、毎 日の料

理に活かしたい と喜んでいました。

料理完成後の試食では、「美味しい」、「メ

ニューが増えた」、「来年も楽 しみ」と話が

はずみ、早くも来年に期待を寄せていました。

町内会の活動を通 じての絆づ<り ～～
住吉中央自治会 会長 内藤 憲男

今年のレクリェーシヨンに、二組の若いお

母 さんがお子 さん達を連れて参力日して下さい

ました。また、春 と秋の全市一斉清掃のとき

にも、子 どもさん達が一緒になって活動 しま

した。この様に若い人達にどんどん参力日して

もらえば、古い町内会にも活気が期待できそ

うです。これからも住み良い町内会づくりに

取り組んで行きたいです。

|■:住吉:中 1央:自

_11』
ピ

_y・

F



市
民
憲
章

1.元気で働き、明るく豊かなまちをつくりましょう。  1.人にやさしく、心ふれあう温かいまちをつくりましょう。

l.き まりを守り、安全で安心な住みよいまちをつくりましょう。 1.文化を高め、命を尊ぶ平和なまちをつ くりましょう。

1.緑を育て、自然豊かなされいなまちをつくりましょう。 1.郷土を愛し、世界に誇れるまちをつ くりましょう。

みんなでつくろう ゴミのないまち きれいなふるさと

剣‖路市連合町内会

理事研修交流会 報告

12月 10日 (木)17:30、 理事研修交流会

がアクア・ベールで開催 されました。

【研修会】

◇研修会では Fマイナン

バー制度について」、釧路

市情報システム課長安倍

義明様より説明をいただ

きました。

マイナンバー制度は、

社会保障や税制度の透明性を高め、利便性の

高い公平・公正な社会の実現のための制度、

社会保障 0税・災害対策に関する分野で、情

報連携が円滑になります。

個人番号カー ドは希望者にのみ交付 される

もので、市役所窓口での手続きがスムーズに

なる予定であることや、身分証明書 としても

有効であることが紹介されました。

また、マイナンバー制度に便乗 した詐欺の

情報があり、充分に注意 されるよう呼びかけ

ました。

市役所では、町内会などへの出前講座も実

施しており、気軽に声をかけて欲しいと話さ

れました。

<マイナンバー許欧にご注意下さい>

マイナンノヾ―制度に便乗した詐欺が全国的

に発生 しています。家族構成を尋ねたり、金

銭の要求などの不審電話があつた場合は、消

費生活相談室へご相談下さい。

(平日 9:00～ 16:30 8 24-3000)

釧路市連合町内会創立 50周年記念

41回 子どもかるた

市連町子どもかるた大会が、2月 28日 (日 )

湿原の風アリーす劃‖路で開催されます。

申込みは、児童館・学校を通 じて 2月 15

日までです。ふるつてご参力□ください。

■■■■ 主な行事予定 ■■■■

1月 15日 (金)市連町新年交礼会

1月 17日 (日 )防災請演会 2016
次回の連町通信は 3月 25日発行です。

災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
二
重
給
付
や
未

支
給
を
防
ぐ
こ
と
や
本
人
確
認

を
確
実
に
行
う
た
め
の
煩
雑
な

手
続
き
を
簡
素
化
す
る
な
ど
、

「利
便
性
の
向
上
」、
「行
政
の
効
率
化
」、

「公
平

・
公
正
な
社
会
の
実
現
」
の
た
め
と

さ
れ
、
法
律
や
条
例
に
お
い
て
利
用
で
き
る

範
囲
が
限
足
さ
れ
て
お
っ
、
健
康
保
険
、
介

護
や
児
童
手
当
等
の
社
会
保
障
の
届
出
、
税

の
申
告
等
の
手
続
き
の
際
に
は
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
は
大
切
に

保
管
し
て
い
た
だ
＜
こ
と
と
、
手
続
き
の
際

に
は
ご
持
参
い
た
だ
＜
こ
と
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
代
理
人
の
方
が
手
続
き
す
る
際
は
、

申
請
者
及
び
代
理
人
の
方
の
本
人
確
認
の
ほ

釧
路
市
情
報
ンヽ
丞
丁
ム
課

課
長

安
倍

義
明

か
原
則
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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例
月
日
０
が自
惣
酬
ｑ

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
手
続
き
で
、
国

．

や
自
治
体
の
職
員
が
資
産
状
況
や
家
族
構
成

等
の
個
人
情
報
を
間
＜
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
ヽ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
電
話
で
通
知
し
た

一

り
、
間
い
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
一企
詈
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、
来
訪
の
申

し
出
が
あ
っ
て
も
断
っ
て
＜
だ
さ
い
。

払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
少
し
で
も
盃
女
を
感
じ
た
っ
、
一不
詈
と
思

わ
れ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
い
た
だ
＜
か
、
マ
イ
す
ン
バ
ー
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先
の
無
料
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ャ
ル
０
１
，２
０
１
９
５
１０

１
７
８
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
～
便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意
」

●
万
が

一
〈立
銭
を
要
求
さ
れ
て
も
決
し
て
支

・

連町通信は、赤い羽根共同募金の

支援を受けて発行 しています。


